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   日
ひ

に日
ひ

に寒く
さむ

なって、風邪
か ぜ

をひいている人
ひと

が増えて
 ふ

います。かぜの予防
よぼ う

には、うがい・手洗い
て あら

 

  のほかに、ウイルスを寄せつけない
 よ

体づくり
からだ

が大切
たいせつ

です。そのためには、バランスのよい食事
しょくじ

を 

  とり、じゅうぶんな睡眠
すいみん

をとって体
からだ

を休め
やす

ることが大切
たいせつ

です。 

   寒さ
さむ

に負けず
ま

元気
げんき

に毎日
まいにち

を過ごす
す

ために、じょうぶな体
からだ

になるようにきたえていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１２月１日 

練馬区立北町西小学校 

校 長  世古 徳浩 

 

 

 12 月の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

 



 

最近、おう吐や吐き気、腹痛や気持ち悪さを訴えて保健室を訪れる児童 

の数が増えています。なかには、感染性胃腸炎という診断を受けている児

童もいます。 

校内での感染予防に努めていますが、ご家庭でもお子様の健康に留意し

ていただき、症状がある場合には様子を見て、早めに病院を受診されるこ

とをお勧めいたします。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

冬に流行する感染性胃腸炎に注意しましょう！  

 

おなかにくる冬の風邪 

冬の感染症といえば、インフルエンザと思われがちですが、ノロウイルスやロタウイルスなどによる 

感染性胃腸炎も冬に流行します。吐き気、嘔吐、下痢、発熱が主症状です。 

  人から人へ感染する場合と食品から感染する場合があります。人から人への感染では、ウイルスが手 

などに付いて口に入る場合と、嘔吐物の飛散からうつる場合があります。 

 

感染予防のポイント 

感染予防の最も有効な対策は、手洗いです。トイレを使用した後、調理の前、食事の前には、必ず、 

手を洗いましょう。石けんと流水で３０秒ほどよく手を洗います。 

  部屋やトイレで吐いた場合は、部屋の換気を十分に行いながら、嘔吐物をふき取り、ふき取った跡を 

塩素系殺菌消毒剤などで消毒します。直接触れた時は、石けんで十分に手を洗いましょう。 

 

感染性胃腸炎にかかったら 

下痢や嘔吐が続く間は、脱水症状（ぐったりする、唇が乾燥する、尿が濃くなるなど）に注意してく 

ださい。もし、脱水症状が現れた場合は、すぐに受診しましょう。また、水分の補充は吐き気がおさまっ

てから、麦茶やスポ－ツドリンクなどを少しずつ飲ませてあげてください。受診後、感染性胃腸炎（ウイ

ルス性胃腸炎、流行性嘔吐下痢症）と診断されたら、学校へ連絡してください。 

出席停止の扱いになります。 

 

 

 

      

 
 

 

あとわずかで、今年
こ と し

も終わります
 お

。自分
 じぶん

にとって、どのような年
とし

だったのか、 

ふりかえって考え
かんが

てみましょう。 

学校
がっこう

では、何
なに

をがんばりましたか。学校
がっこう

のきまりは守れました
まも

か。まわりの人
ひと

を 

思いやる
おも

ことができましたか。いつも自分
 じぶん

を見守って
 み まも

くれる人
ひと

達
たち

に感謝
かんしゃ

しましょう。 

さあ、来年
らいねん

はどんな年
とし

にしたいですか。すてきな年
とし

がきますように。                                                               


